
2　  INNERVISION (31・12) 2016

　医療において放射線が診断・治療にあ
まねく利用されなくてはならないものとなり，
人々の健康と生命を守るに当たって大き
な貢献をしていることは疑う余地がない。
他方で患者の医療被ばくは増大してきて
おり，先進国では国民の受ける放射線量
のかなりの部分が医療被ばくであるとされ
る。また，新しい手法や機器が絶え間なく
導入されて，放射線診療全体が高度化･ 
複雑化している。一方で，従来からの手
法や機器が十分に見直されないまま使わ
れている場合もある。このような状況で，
放射線防護を進めるための包括的な医療
安全の取り組みがきわめて重要となって

いる。診断参考レベル（diagnostic refer-
ence level：DRL）は医療における患者の
放射線防護の一環として，適正な線量を
用いてX線診断・IVR・核医学診断を実
施するために欠かすことのできない概念で
ある。診断参考レベルは，以前から海外
で広く運用されてきたが，最近までわが国
では公式に広く運用されてはいなかった。
わが国で初めて設定された診断参考レベ
ルが，2015年6月7日に「最新の国内実
態調査に基づく診断参考レベルの設定（以
下，DRLs 2015）」として公表され，現時
点に至る1年余りの間，多くの関係者が
診断参考レベルの普及に取り組んできた。

医療における放射線 
防護と診断参考レベル

　放射線防護において「正当化」と「最
適化」が，柱となる原則である。正当化
については，ICRP Publication 103（基
本勧告）1），ICRP Publication 1052）に
代表される国際指針によれば，患者の放
射線防護において正当化は，3つのレベ
ルに分けて考えられる。レベル1は放射
線医療が患者に便益をもたらすという正
当化，レベル2は特定の放射線医療（例
えばCTという手法）を行う正当化，レ
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2015年6月，「最新の国内実態調査結果に基づく診断参考レベルの設定（DRLs 2015）」がJ-RIMEより公表されました。わ
が国初のDRL設定は社会的にも関心を集め，公表後もDRLs 2015の普及に向けた活動が行われるとともに，モダリティの
追加や改訂のための取り組みが進んでいます。一方，医療現場においても，DRLs 2015を参考に，被ばく線量の最適化に向
けた検証などが行われています。そこで，2015年7月号に続く特集PartⅡとして，DRLs 2015公表後の現状をはじめ，医療
現場での取り組み事例，医療被ばくの最適化に向けて重要となるITシステムの動向について焦点を当てます。
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